
南
労
会
ス
ト
弾
圧
か
ら

全
国
争
議
団
の
仲
間
と
合
流

一
九
九
六
年
二
月
二
〇
日
、

南
労
会
支
部
の
ス
ト
ラ
イ
キ

を
口
実
に
、
港
合
同
役
員
八

名
の
逮
捕
、
三
府
県
に
わ
た

る
四
三
カ
所
へ
の
家
宅
捜
索

と
い
う
、
大
刑
事
弾
圧
が
か

け
ら
れ
た
。

こ
の
時
、
東
京
か
ら
い
ち

早
く
支
援
に
か
け
つ
け
て
く

れ
た
の
が
、
争
議
団
連
絡
会

議
の
仲
間
で
あ
っ
た
。
以
来

十
七
年
半
に
わ
た
り
連
帯
・

共
闘
を
深
め
て
き
た
。
毎
年

三
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
争

議
団
交
流
集
会
は
今
年
で
三

十
三
回
を
迎
え
た
が
、
本
集

会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本

集
会
に
向
け
て
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
る
企
画
会
議
に
も

欠
か
さ
ず
参
加
し
て
き
た
。

組
対
法
・
盗
聴
法
・共
謀
罪

と
の
闘
い

ま
た
一
九
九
九
年
、
組
織

的
犯
罪
対
策
法
・
盗
聴
法
制

定
の
際
に
は
、
全
日
建
関
西

地
区
生
コ
ン
支
部
と
と
も
に

「
組
対
法
に
反
対
す
る
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
結
集
し
、

反
弾
圧
・
反
治
安
法
の
闘
い

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

関
西
に
お
い
て
も
二
〇
一

一
年
か
ら
「
共
謀
罪
に
反
対

す
る
市
民
連
絡
会
・
関
西
」

を
組
織
し
て
、
学
習
会
を
何

度
か
開
催
し
て
き
た
。
七
月

三
十
一
日
に
も
学
習
会
を
行

な
っ
て
、
神
戸
学
院
大
学
法

学
部
教
授
の
春
日
勉
さ
ん
か

ら
「
現
在
の
治
安
法
の
状
況

～
新
た
な
捜
査
方
法
と
治
安

立
法
～
」
と
い
う
題
で
講
演

を
受
け
、
春
日
勉
さ
ん
と
永

嶋
靖
久
弁
護
士
と
の
間
で
質

疑
を
行
な
っ
た
。

八
月
九
日
か
ら
一
〇
日
に

は
、
例
年
行
な
わ
れ
て
い
る

治
安
法
研
究
合
宿
が
、
九
州
、

全
日
建
関
西
地
区
生
コ
ン
支

部
を
は
じ
め
と
す
る
関
西
の

仲
間
が
参
加
す
る
中
、
神
奈

川
県
の
三
浦
海
岸
で
行
な
わ

れ
、
「
秘
密
法
制
定
と
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
で
新
た

な
段
階
に
入
っ
た
」
日
本
の

治
安
政
策
を
め
ぐ
る
状
況
の

認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

「
戦
争
・
治
安
管
理
エ
ス
カ

レ
ー
ト
と
い
か
に
対
決
す
る
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「
共
謀
罪
も
盗
聴
法
も
秘
密
法
も
い
ら
な
い
」

反
治
安
法
の
闘
い
を
強
化
し
よ
う
!



か
」
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ

た
。そ

し
て
今
年
も
、
「
刑
事

弾
圧
を
労
働
者
の
力
で
は
ね

返
そ
う
!
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
三
九
回
の
歴
史
を
持
つ
全

都
反
弾
圧
闘
争
の
集
会
・
デ

モ
が
開
催
さ
れ
、
支
部
か
ら

二
名
が
参
加
す
る
。

秘
密
保
護
法

撤
廃
し
よ
う

「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
を

初
め
て
法
律
で
規
定

秘
密
保
護
法
の
施
行
を
阻

止
す
べ
く
、
毎
月
六
日
に
は

反
対
集
会
が
全
国
で
続
け
ら

れ
て
い
る
。

秘
密
保
護
法
に
は
様
々
な

問
題
点
が
あ
る
が
、
そ
の
一

つ
に
、
日
本
で
初
め
て
「
テ

ロ
リ
ズ
ム
」
を
法
律
で
定
義

づ
け
た
条
文
を
含
ん
で
い
る

と
い
う
点
が
あ
る
。

「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
を
ど
う
規

定
す
る
か
は
、
例
え
ば
パ
レ

ス
テ
ィ
ナ
解
放
闘
争
な
ど
民

族
解
放
闘
争
は
テ
ロ
か
？
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
攻
撃

な
ど
国
家
テ
ロ
は
ど
う
扱
う

の
か
？
な
ど
国
際
的
に
も
国

内
的
に
も
論
争
が
続
き
、
国

連
包
括
的
反
テ
ロ
条
約
が
頓

挫
す
る
な
ど
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
秘
密
保
護
法
が
、

ほ
と
ん
ど
論
議
も
な
い
ま
ま

に
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
を
定
義

づ
け
た
こ
と
、
し
か
も
、
極

め
て
あ
い
ま
い
に
規
定
し
た

こ
と
は
、
今
後
の
反
治
安
法

攻
防
に
と
っ
て
重
大
な
意
味

を
も
つ
。

何
で
も
か
ん
で
も

「
テ
ロ
」
に
で
き
る
規
定

秘
密
保
護
法
十
二
条
は
カ
ッ

コ
書
き
の
形
で
テ
ロ
リ
ズ
ム

規
定
を
行
な
い
、
政
治
上
そ

の
他
の
主
義
主
張
に
基
づ
き
、

①
国
家
も
し
く
は
他
人
に
こ

れ
を
強
要
す
る
目
的
、
ま
た

は
、
②
社
会
に
不
安
も
し
く

は
恐
怖
を
与
え
る
目
的
、

の
い
ず
れ
か
の
目
的
で
、

①
人
を
殺
傷
す
る
た
め

の
活
動
、
ま
た
は
②
重

要
な
施
設
そ
の
他
の
も

の
を
破
壊
す
る
た
め
の

活
動
の
い
ず
れ
か
を
行

な
う
こ
と
を
い
う
、
と

さ
れ
て
い
る
。

極
め
て
あ
い
ま
い
な

規
定
で
あ
る
。
最
大
の

問
題
は
「
人
を
殺
傷
す
る
」

行
為
や
「
施
設
を
破
壊
す
る
」

行
為
自
体
に
限
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
行
為
の
「
た
め
の

活
動
」
に
範
囲
を
無
限
定
に

拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
た
め
の
活
動
」
と
い
う
文

言
は
、
一
九
二
八
年
の
治
安

維
持
法
改
悪
に
よ
っ
て
導
入

さ
れ
た
「
結
社
の
目
的
遂
行
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国会前 川内原発再稼働に反対する行動。
閣僚はこれを「テロ」と言った! 「失言」では
なく本音。 処罰の対象にするつもりなんや!!



の
た
め
に
す
る
行
為
」
の
処

罰
（
目
的
遂
行
罪
）
を
規
定

し
た
「
た
め
に
す
る
行
為
」

と
い
う
文
言
と
極
め
て
類
似

し
て
い
る
。
戦
前
、
こ
の
改

悪
に
よ
っ
て
弾
圧
の
対
象
者

は
無
限
定
に
拡
大
し
、
治
安

維
持
法
は
猛
威
を
ふ
る
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

秘
密
保
護
法
に
は
、
治
安

維
持
法
改
悪
の
際
に
使
わ
れ

た
も
の
と
同
様
の
文
言
が

「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
規
定
に
お

い
て
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
は
、
看
過
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。

今
さ
ら
な
が
ら
、
秘
密
保

護
法
は
絶
対
に
廃
案
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思

い
を
強
く
す
る
。

Ｋ

秘
密
保
護
法
ロ
ッ
ク
の
日

の
集
会
と
デ
モ
に
参
加
を
!
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ロックの日 集会とデモ

10月６日(月) １８時30分～

中之島公園 女神像前

11月６日(木) 18時30分～

場所未定

橋下市長が頭を下げたのはなんでや！
10/10集会

～団結権侵害と懲戒処分に反撃を！～

■日時 10月10日（金）18：30～

■場所 ＰＬＰ会館５Ｆ（大阪市北区天神橋3−9−27）

■主催 懲戒処分を許さない南大阪の会


